
2019.02.04（月） 
自治体職員さま向け ※ ぜひ情報収集にお役立てください

【時 間】 14：00 ~ 16：30
【場 所】 広島コンベンションホール 1F 広島テレビホール

「広島駅」新幹線口（北口）ペデストリアンデッキから直通
  （広島県広島市東区二葉の里 3丁目 5番 4号広テレビル） 

≪ 講  師 ≫ 
東京大学大学院復興デザイン研究体 教授  羽藤 英二 

「(仮)まちづくりから考えるモビリティの重要性」 
● 

公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団 交通環境対策部 担当課長 熊井  大
「(仮)グリーンスローモビリティの特徴と可能性」 

● 
福山市 建設局 参事  大谷 琢磨 

「事例紹介①；しおまち（潮待ち）モビリティ実証事業」 
● 

社会福祉法人 みずうみ 理事長 岩本 雅之 
「事例紹介②；小さな生活拠点を核とした地域共助型モビリティ実証事業」 

● 
国土交通省総合政策局 環境政策課 課長補佐   三重野真代 

「(仮)国の政策と今後の展開」 

【定 員】 １５０名 （定員になり次第締め切らせていただきます。）

主 催 ； 復建調査設計株式会社／一般財団法人ひろぎん経済研究所 
後 援 ；  国土交通省中国運輸局／公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団  
 ／東京大学復興デザイン研究体／エキキタまちづくり会議

／広島テレビ放送株式会社／株式会社中国新聞社

グリスロ試乗会 
12:00～14:00，16:30～17:30

広島エキキタ界隈にて

広島駅新幹線口周辺地区をフィールド

に活動するエキキタまちづくり会議ご協

力のもと、片道５分程度のグリーンスロ

ーモビリティの体験試乗会を開催しま

す。先着順となっております。お早目に

お越しください。 

主 催；復建調査設計株式会社 

協 力；エキキタまちづくり会議 

グリスロパネル展 
13:00～17:30

広島 １F にて
国土交通省や(公財)交通エコロジー・

モビリティ財団により全国各地で行われ

ているグリーンスローモビリティを活用し

た実証調査のご紹介や、松江市で運

行中のグリーンスローモビリティからのラ

イブ映像等をご覧いただきます。 

団地内での交通弱者対策として

観光振興策として 

公共交通空白地対策として

≪同時開催≫



グリーンスローモビリティとは… 
グリーンスローモビリティは、時速20km 未満で公道を走る4人乗り以上の電動モビ
リティです。車両の寸法等に応じて、軽自動車、小型自動車、普通自動車といった
種別にわかれます。車両は、一台一台新規検査を受ける必要があるとともに、通常
の乗用車と同様に自動車税等の納付や車検が必要になります。
グリーンスローモビリティの特徴は以下の５つです。 

Green Slow Safety Small Open
（環境にやさしい） （最高時速20km/h未満） (運転しやすい) （小型でコンパクト） （開放感たっぷり） 

国土交通省「グリーンスローモビリティの導入に向けたポイント集（H30.6）」より

参加ご希望の方は、下記事項を記入の上 FAX ：082-262-0770 まで、本用紙をお送りください。

または、e-mail ：mobility@fukken.co.jp まで、メールをお送りください。

セミナー参加申込書

氏 名  

所 属  

役 職  

連絡先 
TEL 

E-mail 

同行者

氏名 所属／役職 

 ●個人情報の取扱いについて 
 １．ご記入いただきました個人情報は、当セミナーの運営管理の目的にのみ利用させて頂きます。

２．ご記入いただきました個人情報は、必要なセキュリティ対策を講じ厳重に管理致します。

《お問合せ先》
復建調査設計株式会社 経営管理本部 社会デザイン創発センター tel；082-506-1843（担当；宇山・川上） 
一般財団法人 ひろぎん経済研究所    tel；082-247-4958（担当；遠山・能宗）


